




第 1号様式 

 

宇治市出資法人自己評価報告書 
 
１． 法人の概要 

団 体 名 一般財団法人宇治市文化財愛護協会 設立年月日 昭和 49 年 1 月 26 日 

一般財団法人への移行年月日 平成 25 年 7 月 1 日 

基本財産 
4,500 千円 

（移行前 4,500 千円うち市出えん・出資額 1,500 千円出資比率３３．３％） 

設立目的 

宇治市の歴史的風土・自然環境の保護育成のため、ひろく文化財愛護及び生

活環境の保全につとめ、もって市民の文化の向上に寄与することを目的とす

る。 

   
２．役職員等の状況 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

   市職員 市ＯＢ  市職員 市ＯＢ  市職員 市ＯＢ 

役

員

等 

常勤 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
非常勤 １８ １ ７ １８ １ ７ １８ １ ６ 

職

員 

管理職 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
一般職 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 
計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

 ＊役員等と職員を兼務している場合はそれぞれ１名でカウントしている。 
 
３． 事業の概要 

主 要 事 業 名 事  業  内  容 

文化財の調査・研

究・刊行等に関す

る事業 

宇治市内で伝承される祭事の見学と講義。宇治市内の歴史散策。 
宇治市内の古跡等の保全整備。文化財等の資料の収集及び冊子の刊行。 

自然環境の調査・

研究等に関する事

業 

文化財や自然を訪問し、その保全の重要性と今後の方向性を学び、宇治

市内の自然環境の育成・保全につなげる。 

文化教養の向上に

関する事業 
文化財見学会、伝統芸能の鑑賞会等により、文化財に対する意識の高揚

を図る。 
文化財愛護の普及

に関する事業 
「会報」及び「文愛協だより」を発行し、文化財愛護活動の普及を図る。 



４．財務状況 
 
 １）収支・正味財産の状況                     （単位：円） 

年  度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

収  入 1,215,753 1,404,748 948,806 
 収益事業収入等 1,165,753 1,354,748 898,806 

市 支 出 金 50,000 50,000 50,000 
 人 件 費 0 0 0 

事 業 費 50,000 50,000 50,000 
支  出 2,185,320 2,058,426 1,629,611 
 人 件 費 0 0 0 

事 業 費 2,185,320 2,058,426 1,629,611 
当期収支差額 △969,567 △653,678 △680,805 

当期正味財産増減額 △969,567 △653,678 △680,805 
期末正味財産合計額 13,444,138 12,790,460 12,109,655 

 
 ２）貸借対照表                          （単位：円） 

年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

資産合計 13,444,138 12,790,460 12,109,655 
 流 動 資 産 2,444,138 1,790,460 2,609,655 
 固 定 資 産 11,000,000 11,000,000 9,500,000 
負債合計 0 0 0 
 流 動 負 債 0 0 0 
 固 定 負 債 0 0 0 
正味財産合計 13,444,138 12,790,460 12,109,655 
 基 本 財 産 4,500,000 4,500,000 4,500,000 
 その他正味財産  8,944,138 8,290460 7,609,655 

 
 ３）市財政支出の状況                       （単位：円） 

年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

補  助  金 0 0 0 
委  託  料 50,000 50,000 50,000 

その他（分担金等） 0 0 0 
計 50,000 50,000 50,000 

貸  付  金 0 0 0 
借入金残高（期末） 0 0 0 

市の債務保証残高（期末） 0 0 0 
市の損失補償残高（期末） 0 0 0 

 



 ４）主要経営指標 
指標 算式 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

人 件 費 比 率 人件費計÷支出計 0％ 0％ 0％ 

自己資本比率 正味財産計÷資産計 100％ 100％ 100％ 

流 動 比 率 流動資産÷流動負債 0％ 0％ 0％ 

借入金依存度 借入金残高÷総資産 0％ 0％ 0％ 

借入金返済能力 
長期借入金÷（減価償

却費＋税引後利益） 
―％ ―％ ―％ 

 
５．経営評価（法人自己評価） 
 

視点 評価 コメント 

目的適合性 

 

 

 Ａ 

 

 

宇治市内における有形無形の文化財を愛護するとともに、自然環境の保全、市

民文化の向上を図るため、歴史・文化・文化財、自然環境などに関する見学会、 

刊行物の発行、研修会等を行っており、その目的に合致した運営を精力的に行

っている。 

 

効率性 

 

 

 Ｂ 

 

 

事務局の専任体制はないが、4 部会を設け、理事が中心となってそれぞれ責任

者を定めて各事業の計画立案、実施を担当しており、小規模ながら効率的に事

業運営を行っている。 

 

 

組織運営 

健全性 

 

 

 Ａ 

 

 

理事会・評議員会は、宇治市の歴史・文化・文化財・自然環境等に造詣の深い

人を中心に構成されており、定例理事会（年 2 回）と定時評議員会の他、随

時会議も開き、事業計画や事業の執行に係る協議、確認を行っている。 

また、監督官庁の京都府に公益目的支出実施報告書等を提出し、京都府の指導

も受けながら活動の目的に沿った健全な組織運営を行っている。 

 

財務 

健全性 

 

 

 Ｂ 

 

 

一般財団法人への移行時に、京都府の指導を受けながら「公益目的支出計画」

を策定し、一般財団法人として認可され、公益目的財産額が確定した。 

この計画に沿った事業を実施し、健全な財政運営を行っている。 

総合評価 

 

 

 Ｂ 

 

 

一般財団法人への移行を契機に、法人の独自活動はもとより、京都文教大学や

宇治市源氏物語ミュージアムとも連携し、活動の範囲を広げ、より市民に親し

まれる取り組みを進めており、また、経営面では、京都府の指導を受けながら

進めており、現状では、法人運営は、ほぼ良好と自己評価する。 

 

 

   評価の目安 Ａ：良好である Ｂ：ほぼ良好である Ｃ：やや課題がある Ｄ：課題が多い 


